
唐
代
詩
人
生
卒
年
論
披
考
三
題

張
九
齢

、、ES
'
'
'-za--

〆
1
1

強
九
齢
(
{
子
子
詩
〉

鳳
三
年
戊
寅
〈
六
七
八
〉

ハ
七
回

O
〉
浸
、
事
年
六
十
一
一
一
議
。

〔
論
援
〕

舎
一
九
六

O
年
七
丹
、
震
東
省
文

史
系
と
が
共
同
で
、
震
東
省
部
閥
市
西
北
郊
外
十
キ
ロ
の
、
羅
漉
村
の

翠

珠

嶺

に

あ

る

張

九

齢

の

た

。

こ

の

と

き

出

土

し

た

唐

始
興
公
陰
堂
…
誌

十
八
年
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唐
代
詩
人
生
卒
年
論
蟻
考
一
ニ
題
(
接
木
〉

+産

木

行

久

巻
沼
田

C
〉
と
あ
る
。
こ
れ
段
、
死
後
一
一
一
十
年
末
蕗
の
、

一
年
(
七
六
七
〉
か
翌
年
の
作
。

。
『
資
治
議
鑑
』
袋
一
二
四
、
関
元
一
一
十
八
年
の
畿
に
、
コ
一
月
、
荊

州
長
史
張
九
齢
卒
」
と
あ
る
。

生
年
は
享
年
に
譲
っ
て
逆
算
。

〔
備
考
〕
的

必
の
撰
者
徐
安
貞
は
、
「
張
九
齢
が
中
審
令
む
な
っ
た
開
元
ニ
十
一
一

年
、
中
書
侍
郎
と
し
て
、
と
も
に
名
を
つ
ら
ね
て
お
号
、
か
れ
の
後
輩

で
あ
り
、
ま
た
集
賢
院
皐
士
と
し
て
き
わ
め
て
親
し
い
関
係

ιあ
っ

た
い
ハ
陪
崎
敬
「
窟
、
張
九
齢
の
墳
慕
と
そ
の
墓
誌
銘
!
膜
東
省
器
関
市
近
郊

の
露
代
鰭
霊
墓
」
)

C

そ
の
徐
安
貞
が
張
九
齢
の
樹
子
、
誌
の
依
頼
を
う
け

て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
少
く
と
も
波
年
工
学
年
の
記
載
は
、
最
も

…
一
一
抽
選
性
が
高
い
。
@
の
撰
者
徐
治
も
ま
た
、
張
九
齢
と
面
識
が



34 

中
霞
文
場
研
究

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、

6
に
つ
ぐ
基
礎
資
料
で
あ
る
。

6

一
の
「
一
一
耳
」
は
、
す
で
に
偲
格
怠
九
議

第
四
巻
第
一
期
、
一
九
一
一
一
五
年
〉
の
注
俗
で
指
摘
さ
れ

の
課
り
で
あ
る
。
写
仲
勉
『
通
鑑
鴇
唐
紀
比
事

九
六
四
年
〉
「
張
九
齢
卒
」
の
操
に
も
、
交
の
ご

第
十
六
期

と費る
く 疑 ご

抑い』と

え言え
書
局

記

九

齢

卒

於

一

一

月

、

蓋

就

。
今
得
稗
〔
@
を
指
す
〕
接
、
使
陸
移
於
五
丹

〈
卸
七
日
〉
之
下
。
型
社
〕
工
部
集
』
七
議
〔
謙
金
〕
在
構
「
開
元
二
十

八
年
七
耳
卒
い
、
歩
謀
。

同
じ
吋
社
詩
銭
在
h

(

世
界
諮
問
本
)
に
段
め
る
銭
謙
盆
「
少
陵
先
生

誕
百
開
一
苅
ニ
十
八
年
の
僚
に
は
、
コ
一
月
、
張
九
齢
卒
」
と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
前
掲
の
「
七
月
卒
」
は
特
別
な
論
援
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
『
ウ
適
鑑
い
一
に
擦
る
「
一
一
月
」
の
形
誌
で
あ
ろ
う
。

つ臼

〔嶺従
来
、

年
庚
辰
ハ
七
回
O
〉

と

す

る

農
く
通
行
し
て
い
た
。
こ
の
蓄
読
の
論
援
は
、

持
巻
九
九
、
張
九
齢
薄
に
、
「
左
遷
剤
治
大
都
替
府
長
史
。

図
遇
挟
卒
。
年
六
十
八
」
と
あ
る
。

紛

巻

一

一

張

九

齢

博

に

、

「

疫

荊

剤

史

O
i
-
-
-
久

之
、
封
始
興
懸
伯
、
社
墓
、
病
卒
。
年
六
十
八
」
と
あ
る
。

川

w農
末

の

英

休

符

ヨ

土

記

h

「
中
書
令
張
九
齢
」
の
捺
応
、
「
俄

轄
桂
州
都
叔
官
兼
横
溝
按
察
寵
籍
。
是
年
六
十
八
」
と
占
め
る
。

の
各
資
料
に
み
え
る
本
年
三
ハ
十
八
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
の
@

@
に
見
え
る
享
年
「
六
十
一
一
一
い
と
は
五
援
も
異
な
る
。
張
九
齢
と
親
し

か
っ
た
徐
安
貞
の
慕
誌
舎
が
出
土
す
る
以
前
は
、
外
部
迭
の
紳
道
碑
@
の

み
が
コ
ハ
十
一
一
乙
で
あ
っ
た
た
め
、
「
は
の
形
設
と
考
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

は
、
@
の
費
料
を

本
博
の
享
年
に
譲
っ
て
「
七

『
時
代
名
人
年
思
碑
簿
鰭
表
』
も
同
じ
で
あ
る
。

侍
珪
藻
「
唐
代
詩
人
考
絡
」

Q
文
史
』
入
韓
、
一
九
八
O
年
〉
の
土
ハ
、

張
九
齢
」
の
僚
に
よ
れ
ば
、
解
放
以
後
の
文
事
史
の
専
著
や
唐
詩
の
掛

集
、
た
と
え
ば
、
馬
茂
一
五
『
塘
詩
選
』
、
〔
社
曾
科
事
説
〕
文
事
研
究
所

『
唐
詩
選
』
、
文
皐
研
究
所
・
北
京
市
維
尼
論
撤
合
絹
叶
麗
詩
選
詮
h

、

製
大
傑
吋
中
闘
文
壌
史
』
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
奮
読
の
士
ハ
七
一
一
に
年

生
ま
れ
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
吉
い
も
の
で
も
額
一
多
「
唐
詩
大

系
」
な
ど
は
、
正
し
く
「
六
七
八
い
年
生
ま
れ
と
す
る
。
近
年
の
問
山
雄
一
品
鵠

吋j

弔
問
歴
代
著
名
文
準
家
評
薄
い
第
二
張
九
ハ
喬
象
鍾
執
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ハ
黄
山
議
枇
、
一
九
八
七
年
)
、

Q
唐
代
文
皐
論
議
恥
組
五
輯
、
一
九
人
四
年
〉
、

〈
中
関
文
皐
〉
張
九
齢
ハ
爵
茂
一
五
・
玉
従
仁
執
筆
〉

な
ど
は
、
み
な
墓
誌
や
一
脚
道
碑
に
譲
っ
た
六
七
八
年
生
ま
れ
で
あ
り
、

今
日
、
通
説
と
な
る
。

わ
が
閣
で
は
、
小
川
濃
樹
編
吋
岩
代
の
詩
人
ー
そ
の
博
記
』
ハ
大
修
館

書
版
、
一
九
七
五
年
〉
の
張
九
齢
薄
Q
新
法
書
』
本
織
仰
の
誇
枝
、
今
鷹
員
執

筆
)
は
、
補
誌
に
徐
安
貞
の
出
土
基
誌
を
引
用
し
な
が
ら
、
た
だ
接
然

と
蕗
説
に
し
た
が
い
、
生
本
年
の
問
題
を
充
分
検
討
し
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
同
盛
岡
巻
頭
の
小
川
袈
樹
「
略
説
」
に
は
、
新
出
慕
誌
の
存
在
に
は

設
し
な
い
も
の
の
、
弐
の
ご
と
く
い
う

9

張
九
齢
の
死
ん
だ
と
き
の
年
は
、
徐
浩
が
作
っ
た
墓
碑
銘
で
は
六

十
一
一
一
と
あ
り

Q
曲
江
薬
h

指
録
〔
間
部
叢
刊
本
己
、

Z
E癌
番
仰
向
(
巻
九

九
〉
列
簿
に
六
十
八
と
い
う
の
と
合
わ
な
い

G

し
か
し
宋
の
散
防
修

が
句
集
古
銭
綾
尾
』
巻
九
〔
唐
張
九
齢
樽
の
篠
〕

ιお
い
て
考
設
し
て
、

石
碑
は
長
憂
一
一
一
年
ハ
八
二
一
一
一
〉
に
立
て
ら
れ
、
死
後
八
十
四
年
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
一
記
す
る
「
年
寄
官
鰐
L
を
子
孫
が
ま
ち
が
え
る
は
ず

は
な
い
か
ら
、
正
し
い
と
論
じ
た
の
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

さ

き

に

六

七

一

し

た

が

、

六

七

八

i

七
回

O
に
改
め
ね

ば
な
ら
な
い
。

窟
代
詩
人
生
卒
年
議
機
考
一
二
一
語
ハ
植
木
〉

執
筆
者
が
異
な
る
と
は
い
え
、
同
一
の
あ
ち
な
が
ら
前
後

相
矛
盾
す
る
。
同
書
が
今
認
な
お
議
威
あ
る
簿
記
研
究
の
鍔
作
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
生
卒
年
代
記
関
す
る
不
充
分
な
検
討
が
惜
し
ま
れ

る
。
今
日
で
は
、
徐
安
点
の
出
土
墓
誌
と
徐
法
の
紳
道
韓
に
も
と
づ
い

て
、
「
欝
・
新
境
議
の
卒
年
六
十
八
は
、
六
十
一
一
一
と
改
む
べ
き
で
あ
る
」

ハ
岡
崎
教
の
前
掲
論
文
〉
と
い
え
よ
う
。

〔
祷
遺
〕

ω

享
年
三
ハ
十
一
二
」
む
よ
る
六
七
八
年
生
年
読
の
正
し
さ
は
、
以
下
の

二
つ
の
傍
謹
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

@
徐
浩
平
駅
公
持
活
碑
L
@
に
は
、
「
王
公
方
慶
出
牧
康
州
、
時
年

十
三
、
上
書
銘
左
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
奮
唐
番
恥
本
博
に
「
年

十
一
一
一
の
と
き
、
書
を
以
て
讃
舟
材
料
史
の
王
方
農
に
千
れ
ば
、
大
だ
之

を
蕗
賞
し
て
日
く
、
『
此
の
子
は
必
ず
能
く
議
き
じ
致
ら
ん
〔
出
散
し
よ

う
〕
せ
と
あ
る
記
事
と
照
臆
す
る
ハ
刊
新
憲
書
』
本
薄
も
ほ
ぼ
関
じ
)
。
王

方
慶
の
慶
州
都
督
〔
嘗
時
の
農
耕
は
中
蕃
督
府
。
慶
州
刺
史
の
兼
任
〕
就
任

は
、
『
蕎
鷹
番
』
巻
八
九
、
王
方
慶
俸
に
「
別
天
臨
朝
、
拝
麓
州
都
督
い

と
あ
る
。
新
欝
吋
唐
書
』
の
ふ
ハ
十
八
議
授
に
よ
れ
ば
、
表
九
齢
十
一
一
一
歳

の
時
と
は
武
別
天
の
霊
挟
元
年
ハ
ム
ハ
八
五
)
、
嘉
一
誌
の
六
十
五
歳
浸
に
よ

れ
ば
、
天
授
芳
年
ハ
六
九
O
〉
で
あ
る
。
武
則
天
が
光
宅
一
五
年
ハ
ム
ハ
入

問
〉
、
賓
費
的
に
政
壊
を
掌
握
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
別
天
轄
に



し
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

坊
に
よ
れ
ば
、
強
扶
一
五
年
ハ
六
人
五
)
に
は
王
果
、
強

扶
一
一
応
は
高
元
常
が
廉
州
刺
史
〔
兼
農
州
議
督
〕
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
論
擦
も
充
分
確
讃
を
も
っ
ハ
ニ
七
四
八
頁
〉
。
つ
ま
り
、
蓄
設
は
成
立

せ
ず
、
「
期
天
朝
に
臨
む
」
と
は
、
天
授
一
五
年
会
ハ
九
O
〉
、
武
則
天
が

周
を
建
関
し
た
時
を
揺
す
。
ち
な
み
応
、
都
賢
賠
叫
ん
臆
刺
史
考

hω

培
、
王
方
慶
の
蜜
州
刺
史
在
任
期
間
を
「
約
長
露
中
〔
六
九
一
一
年
九
月
J

六
九
四
年
五
月
〕

l
讃
翠
元
年
ハ
?
i六
九
五
ど
と
考
読
し
、
「
按
張
九
齢

十
一
一
一
議
時
矯
謹
聖
元
年
い
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
務
貼
部
は
天
授

一
五
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
護
盟
一
五
年
、
十
一
一
一
歳
の
請
は
、
前
述
の
一
一
読

の
双
方
と
も
異
な
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
欝
読
の
生
年
〈
六
七
一
一
一
〉

を
六
八
一
一
一
年
と
誤
認
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
張
九
齢
が
天

投
元
年
ハ
六
九
O
V
十
一
一
て
裁
の
と
き
、
王
方
鹿
に
上
書
し
た
と
す
れ

ば
、
宝
方
慶
の
焼
却
都
督
在
任
期
間
誌
、
少
く
と
も
「
六
九

O
i六
九

五
」
に
わ
た
り
、
吋
植
樹
唐
書
』
王
ガ
慶
俸
の
「
在
在
敷
載
」
の
記
事
と

も
持
合
土
日
申
前
揺
の
郁
賢
輔
の
「
約
百
「
約
天
設
一
五

手
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中

第
十
六
期
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二
首
」
一
完
全
唐
詩
』
在
四
七
〉
に
は
、

馳
。
五
十
而
無
関
、
吉
入
深
所
疫
」
と
あ

た
え
ず
内
官
(
中
央
官
)
っ
た
が
、

命
張
九
齢

「
霞
戎
名
不
立
、

る
。
張
九
齢
は
、
任
官
後
、

ハ
七
ニ
七
〉
、
は
じ
め
て
地
方
に
出
て
洪
川
料
史
と
な
っ

た
。
ハ
十
三
議
設
訟
に
よ
れ
語
、
開
一
瓦
十
五
年
雷
時
、
張
九
齢

は
ち
ょ
う
ど
五
十
践
と
な
り
、
詩
の
内
容
に
か
な
う
。
抱
方
、

の

に

よ

れ

ば

、

す

で

に

や
や
不
適
切
で
あ
ろ
う
。

φ
の
傍
設
は
、
揚
承
一
読

み
え
る
。
開
年
譜
法
、
前
揚

そ
の
年
の
作
と
す
る
控
定
は
、
す
で
に
詩
格
恩

え
、
小
山
川
護
樹
「
浮
説
」
(
前
掲
)
は
何
設
を
参
照
し
て
い
う
、

に
し
て
開
ゆ
る
無
き
』
は
、
中
央
の
築
達
の
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
っ
た

の
が
、
と
つ
ぜ
ん
地
方
へ
や
ら
れ
る
不
運
を
な
げ
い
た
も
の
と
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ο

ち
な
み
は
、
同
経
に
「
詩
の
制
作
の
年
も
七

日

O
年
ま
た
は
そ
の
以
設
と
な
る
」
と
あ
る
が
、
七
回

O
年
は
七
二
七

γ

(
洪
州
刺
史
就
託
の
年
〉
の
出
単
純
な
課
り
。
七
回

O
年
と
い
え
ば
、
張

ル
齢
の
浸
年
に
あ
た
る
。

〔
補
遺
〕
防

張
九
齢
の
主
要
な
年
譜
は
、
何
格
恩
「
張
九
齢
年
譜
」
ハ
前
掲
)
、
問

(
『
嶺
高
療
報
』
第
四
経
第
二
期
、
九
三
と
、

揚

承

担

の

い

ず

れ

も

徐

浩
の
紳
道
碑
に
も
と
づ
い
て
、
「
六
七
八
生
i
七
四

O
浸
」
と
す
る
。



な
お
、
の
瀧
汝
追
「
張
由
江
年
譜

集
』
に
付
す
〉
と
、
李
世
亮
「
張
九
齢

Q
詔
瞬
語
専
務
報
b

一
九
八

期
)
の
二
種
誌
、
と
も
に
筆
者
未
完
で
あ
る
。

(
農
東
叢
書
本
の
吋
張
曲
江
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詮(
1
〉
画
家
文
物
事
業
管
理
詰
主
編
吋
中
蹴
名
勝
謁
車
ハ
』

段
、
一
九
八
一
年
)
の
「
張
九
齢
墓
地
」
ハ
八
二
九
一
良
〉
な
ど
に
撮
る
。

法ハ
2
〉
に
引
く
「
設
掘
鱒
報
」
に
は
、
「
詔
関
市
西
北
郊
羅
諒
洞
山
麓
」

と
あ
る
。

ハ
2
)

康
東
省
文
物
管
理
委
員
曾
・
華
南
欝
範
謬
院
鰭
史
系
「
麗
代
張
九
齢

墓
設
拙
簡
報
い
ハ
楊
豪
執
筆
、
可
申
人
物
畑
一
九
六
一

i
六
)
に
牧
め
る
幕

一
誌
の
拓
片
の
潟
員
と
樟
文
に
よ
る
。
こ
の
拓
片
は
、
関
崎
敬
の
前
撮
論

文
の
立
か
に
再
録
さ
れ
、
説
議
文
が
付
さ
れ
る
。

ハ
3
〉
四
部
叢
刊
本
可
府
議
相
曲
江
張
先
生
文
集
』
の
餐
末
広
は
、
「
唐
故

金
紫
光
最
大
夫
、
中
審
令
、
集
賢
民
感
一
士
・
知
院
事
、
線
開
醤
史
、
向
欝

右
丞
相
、
期
州
大
都
督
府
長
史
、
競
太
都
替
、
上
桂
圏
、
結
興
関
儲

〔
蘇
)
伯
、
文
献
張
公
論
評
銘
」
と
崩
し
、
榔
供
者
を
「
銀
青
光
雄
大
犬
、
葉

剤
剥
史
兼
御
史
大
夫
、
持
蔀
克
畿
南
節
度
、
震
支
饗
部
五
府
組
略
観
察

廃
盤
等
夜
、
上
柱
困
、
曾
穣
務
開
園
公
、
徐
浩
諜
」
と
あ
る
。
引
用
箇

所
に
文
字
の
異
同
は
な
い
。
尚
書
は
、
こ
の
張
公
碑
銘
に
つ
づ
け
て
、

「
長
慶
一
一
一
年
、
議
次
発
卯
、
七
月
美
丑
朔
十
ニ
日
甲
子
、
姪
捺
嶺
南
節

度
剣
官
・
監
察
得
史
裏
行
、
〔
張
〕
仲
議
場
建
立
」
一
五
々
と
あ
る
。
ち
な

み
に
、
鏡
大
前
『
語
読
堂
金
石
文
政
尾
h

を
入
、

蹴
総
代
詩
人
生
卒
年
論
接
考

ハ
植
木
)

の
候
に
い
う
、
「
大
暦
中
、
〔
張
九
齢
の
誼
〕
之
猶
予
〔
兄
弟
の

予
)
抗
、
震
殿
中
侍
調
史
、
筒
徐
挙
海
〔
徐
活
の
字
〕
製
文
書
之
。
距

文
慮
授
、
日
品
川
鍛
年
。
一
議
長
鹿
一
一
一
年
、
拭
之
徒
一
ナ
仲
響
始
立
五
」
と
為

る
。
援
抗
は
張
九
齢
の
弟
九
皇
の
子
。

(
4
〉
宋
の
競
忠
縄
問
賓
刻
叢
編
』
各
…
九
、
臨
畑
中
書
令
張
語
、
江
碑
の
艇
に

は
、
吋
薬
古
銭
自
』
〔
宋
の
駄
隣
接
撰
)
を
引
い
て
い
う
、
「
藤
盛
州
刺

史
・
嶺
高
麗
度
疲
徐
浩
撰
、
井
番
。
:
:
:
碑
以
大
勝
中
審
撰
、
長
裏

一
二
年
刻
石
」
と
為
る
。
法
ハ
3
)
参
照
。
絵
浩
の
演
州
刺
史
・
嶺
高
箆
震

錯
乱
在
長
期
間
は
、
大
欝
二
年
(
七
六
七
〉
四
月
か
ら
翌
年
九
月
ま
で

ハ
史
認
獲
叫
ん
脂
方
鎖
年
表
』
巻
七
や
、
郁
緊
結
『
唐
郭
史
考
』
川
W
一一七

五
九
五
参
燕
〉
。
な
お
、
韓
関
誠
吋
金
石
鋒
』
在
.
一
入
、
農
張
九
齢
碑
、

仰
絡
患
「
張
九
齢
年
譜
」
…
哉
の
線
、
母
諜
諒
「
臨
脳
代
詩
人
考
略
」
な

ど
参
照
。
注
〈
2
〉
の
「
設
掘
簡
報
」
に
は
、
徐
浩
の
碑
文
は
大
震
一
ニ
年

(
七
六
九
〔
入
の
誤
り
〕
年
)
の
撰
と
す
る
。
そ
の
読
は
、
損
汝
遥

「
昌
江
集
考
授
い
ハ
前
揺
の
産
東
叢
謀
本
の
民
集
に
附
す

)ι
擦
る
ら

し
い
が
、
筆
者
未
見

G

ハ
5
〉
張
九
齢
と
徐
安
貞
の
関
係
は
、
時
現
諒
「
唐
代
詩
人
考
略
」
も
参

昭一。

ハ
6
〉
九
州
大
皐
文
撃
部
内
史
淵
』
八
九
輯
ハ
一
九
六
一
一
年
十
二
月
〉
。
そ

の
改
稿
は
、
岡
崎
教
吋
中
宮
の
考
古
事
恥
〔
隣
窟
篇
〕
(
同
朋
合
出
腹
、

一
九
八
七
年
〉
に
再
鋒
。

ハ
7
〉
注
ハ
2
)
の
「
護
掘
簡
報
」
参
熊
。

ハ
8
〉
何
搭
怠
「
張
九
齢
年
譜
」
識
の
篠
に
、
「
徐
治
生
於
長
安
三
年
英
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卯

華

強

及

見

曲

江

。

此

碑

又

者

《

浩

義

深

知

己

、

春
以
文
章
、
パ
、
灘
嫌
甥
闘
拘
》
等
語
、
期
並
ハ
所
稽
述
、
誠
思
徴

佑
」
と
い
う
。
ま
た
楊
議
組
の
前
掲
年
譜
一
裁
の
緩
に
も
、
碑
文
中
の

同
じ
言
葉
を
引
用
し
、
「
概
有
戚
属
、
又
瞥
鏡
抜
、
所
記
年
礎
、
自
臆

可
信
い
と
い
う
。

(

9

)

柱
詩
「
八
哀
詩
」
の
一
、
「
故
右
僕
射
詔
園
張
公
九
齢
い
の
題
下
在
。

〈
m〉
樽
謙
譲
「
麿
代
詩
人
考
略
」
に
、
「
殴
援
惨
只
舜
異
胃
、
未
加
剣
断
」

と
す
る
の
は
諜
り
。

何
搭
患
「
張
九
齢
年
譜
」
に
、
王
方
盛
艇
を
光
宅
元
年
〈
六
八
四
〉
に

関
崎
敬
の

ハ日〉
前
掲
論
文
も
勢
燕
。

ハ
刊
以
〉
吋
底
意
結
語
江
張
先
生
文
集
旧
怨
正
。

ハ
日
〉
当
体
調
一
語
h

子
準
篤
に
い
う
、
「
子
日
、

如
今
色
。
搬
出
十
五
十
市
無
関
一
品
川
、
期
亦
不
足
畏
也
己
」
と
。
古
人
は
孔

子
を
意
議
す
る
。

(
日
け
)
新
編
中
盛
名
人
年
譜
集
成
第
十
一
一
輯
、
蓋
湾
高
務
昂
書
舘
、
一
九
八

O
年
者
。

ハ
日
〉
榛
承
組
「
装
九
齢
作
品
年
表
〕
で
も
関
乙
。
欝
立
藁
湾
大
皐
文
史
世
一
販

刊
、
携
一
議
組
設
誠
九
齢
年
抽
間
ハ
…
九
六
m

の
樹
録
に
牧
め
る
。

こ
の
年
譜
の
再
刊
が
注
ハ
M
〉
の
識
で
あ
る
。

ハ国〉
九
八
七
年
刊
〉
に
牧
め
る
播
樹
農
錨

る。

ハ
七
四
八
〉

九
〉
前
後
〔
上
譲
は
大
和
元
年
ハ
八
一
一
七
〉
、
下
接
は
大
級
四
年

設
、
享
年
八
十
二
歳
前
後
。

〔
生
年
の
論
援
〕

李
盆
の
「
従
軍
詩
井
序
」
〈
清
の
張
混
編
輯
『
李
禽
書
詩
集
』
所
牧
。
『
全

未
設
〉
に
、
〔
李
議
の
字
〕
長
始
八
議
、
燕
戎
艶
華
」
と
あ

と

は

、

ハ

七

五

五

〉

に

勃

設

し

そ

て
天
費
七
載
〈
七
四
八
〉
と
な
る
。

〔
鶴
考
〕

こ
の
議
譲
は
、
容
肇
誼
「
唐
詩
人
李
盆
的
生
卒
」
ハ
時
嶺
南
皐
報
』
第
一

審
第
一
類
、
一
九
三
一
年
〉
に
指
摘
さ
い
山
、
宗
孝
萱
「
李
盆
年
譜
稿
」

第
八
輯
、
一
九
七
八
年
)
や
諜
護
皐
「
李
盆
行
年
考
」

西
川
人
民
出
版
祉
、
九
八
一
年
〉
も
従
う
定
設
で
為

〉脚

、刷傭
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こ
の
詩
序
に
は
、
若
干
、
資
料
上
の
問
題
が
あ
る
と
さ
れ

「
下
著
《
李
盆
年
譜
稿
》
之
高
権
」
の
「
一
、
麗
子
李
盆

に
は
、
ほ
ぽ
衣
の
ご
と
く
い
う
ハ
大
意
〉
。

〉

拡

た

合
、
す
べ
て

ま
と
し
た
事
跡
を
よ
せ
集
め
た
痕
跡
が
為
る
よ
う

も
、
そ
の
も
と
づ
く
書
を
い
わ
ず
、
自
序
中
の
事
駄

が
あ
る
。
こ
の
詩
序
は
お
そ
ら
く
、
内
出
版
詩
紀
事
』
の
李
設

の
捺
の
記
事
(
李
盆
の
「
自
序
」
の
一
部
を
引
用
し
つ
つ
述
べ
た
、
『
唐
詩

記
事
h

の
作
者
計
有
功
の
李
盆
評
〉
に
も
と
づ
い
て
作
或
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
c

だ
か
ら
、
張
樹
は
そ
の
出
産
を
誘
拐
せ
ず
、
序
文
良
謹
の

問
題
〈
綾
陥
〉
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
艶
に
為
る
の
か
も
知
れ
な
い
口

し
か
し
、
〔
前
掲
の
「
君
虞
長
始
八
歳
、
蒸
戎
艶
華
」
を
食
む

の

部

分

は

、

こ

ろ

が

あ

る

の

39 

確
か

の
秩
句
で
あ
る
は
ず
だ
。

こ

の

諒

識

は

、

傾

聴

す

べ

き

議

設

の

よ

う

じ

っ

礎
的
な
部
分
に
お
い
て
重
大
な
諜
り
を
犯
し
て
い
る
。
馬
仁
一
勾

唐
代
詩
人
生
卒
年
論
接
考
三
題
〈
植
木
〉

《
従
軍
詩
序
》
考
質
」

第
五
期
〉
は
、
同
ヒ
趣
言
を
く
れ
ソ
す

緯
①
の
記
述
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
詩
序
は
決
し
て
張
樹
の
作
成
で
は
な

く
、
宋
以
来
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
う
(
大
意
〉
。

主
所
議
の
李
盆
詩
集
の
う
ち
、
@
唐
四
十
四

可
李
君
農
詩
集
』
、
@
唐
四
十
七
家
詩
、
明

e庶
人
百
家
詩
、
清
康
照
席

一集

H
O清
初
銭
謙
貞
竹
深

い
ず
れ
も

九
八
三
年

堂
抄
本
、

を
牧
め
、

@

は

、

了

丙

の

四

本
を
租
と
す
る
ら
し
い
窃
そ
の
@
と
張
樹
輯
本
に
牧
め

同
じ
で
あ
る
c

さ
ら
に
そ
の
序
を
@
と
封
校
し
て
み
て
も
、
わ
ず
か

に
二
字
が
異
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
「
従
軍
詩
序
」
は
張
溺

の
作
成
で
は
な
く
、
少
く
と
も
宋
代
ま
で
は
朔
る
こ
と
が
で
き
る
。

馬
仁
可
は
、
こ
の
康
範
な
基
礎
調
査
の
ほ
か
に
、
傍
詮
(
論
譲
舎
は

省

略

〉

も

あ

げ

、

所

載

の

「

従

軍

詩

井

序

い
の
明
瞭
さ
と
僻
集
のる
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闘
府

一
九
八
五
年
)
の
な
か
で
も

ら
に
失
の
ご
と
く
い
う
ハ
要
約
〉
。

蹴
』
第
二
十

輯

詩
序
は
す
で
に
宋
寂
に
存
在
し
、
『
唐
詩
紀
事
』
の
の
摘
鋒

は
、
こ
の
こ
と
を
物
語
る
。
南
宋
以
来
、
李
盆
の
詩
集
に
誌
、
詩
序

を
有
す
る
ハ
し
た
が
っ
て
従
軍
詩
五
十
首
と
の
調
達
の
密
接
な
)
『
李
君
虞

な

い

二

巻

の

雨

種

が

存

在

文

の

愈

と

同

乙

〉

の

一

つ

、

る

井
序
」
が
張
嵩
輯
本
の
そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
た
〈
京
都
大
暴
人

文
科
挙
研
究
費
議
の
豪
照
匝
十
一
年
〔
一
七
G
二
〕
序
古
本
〉
。
馬
仁
可
・
闘

眉
の
誌
は
、
詩
序
の
信
憲
性
を
確
立
し
、
謀
説
の
重
大
な
誤
り
を
訂
正

し

た

も

の

と

し

き

ょ

う

。

ハ
七
五

O
〉
と

参

中

患

の

蒋

訪

小

玉

に
、
「
大
震
中
、
犠
西
本
一
生
名
盆
、
年
二
十
、

と
あ
る
。 ざ

そ
の

〔
七
六
九
〕
、
芹

の
擦
に
も
、
す

の年

を

逆

第

し

た

も

の

で

あ

る

む

し

か

し

、

は

の

皐
作
品
に
す
、
ぎ
ず
、
そ
の
「
年
二
十
」
も
二
十
一
ハ
天
費
七
載
生
年

一
説
〉
の
成
数
(
ま
と
ま
っ
た
数
字
)
を
あ
げ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
生

(
8
)
 

年
を
推
定
す
る
確
か
な
論
擾
と
見
な
す
に
は
不
充
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の

〈
議
文
印
書
舘
、

が
ら
、

の
は

し
て

き
な
い
ハ

〔
浸
年
の

@
「
善
意
書
』
を
一
三
七
、
李
金
俸
に
、
「
大
和
初
、
以
謹
部

仕
、
卒
」
と
あ
り
、
『
新
唐
書
』
巻
二

O
一
ニ
、
文
豪
簿
下
の
李
議
の
僚

も
、
全
く
同
じ
。

(際@

巻
十
七
上
、

(
十
六
日
寸

文
宗
紀
の
大
和
元
年
(
八
二
七
〉
正
月
の

同
致
仕
」

向

と
あ
る
。じ

よ
れ
ば
、

で



の

死

の

と

な

る

ο

ま
た
め
の
新
喜

本
俸
に
よ
れ
ば
、
「
大
和
(
八
一
一
七
年
二
月
J
八
一
一
一
五
年
の
九
年

の
一
初
め
H
一
五
年
」
の
死
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
容
襲
組

一
人
李
義
的
生
卒
L

記
、
コ
一
一
応
太
和
初
、
定
鵡
太
和
一
克
年
、
相
差

一
」
と
い
う
。
間
一
多
「
唐
詩
大
系
」
や
王
夢
鴎
「
唐
詩
人
李
盆

生
卒
及
其
作
品
』
ハ
コ
七
頁
〉
が
大
和
元
年
ハ
八
二
七
〉
授
と
す
る
の

も
同
じ
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
あ
る
年
読
の
「
初
め

H
元

年
」
と
見
な
せ
る
確
か
な
論
接
ゆ
い
。
こ
の
意
味
で
、
朱
自
清

が
「
按
開
先
生
所
考
(
卒
〕
番
生
ハ
「
李
賀
年
譜
補
記
」
)

る
の
は
、
や
や
軽
卒
で
あ
ろ
う
。

存
し
て
お
り
、
こ

時
計
サ
苅
泊
q
J

再
選
L

は

、

の

下

根

一
部
す
る
。
劉
馬
錫
「
和
令
強
相
公
〔
楚
〕

詩
ハ
吋
全
庄
詩
b

各一一一六

O
〉
じ
は
、

寄
前
中
揚
少
安
〔
互

の
ご
と
く
あ
る
(
小
字
は
原

一
流
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議
月
空
悲
董
管
秋

任
向
洛
鶴
橋
鍛
吏

分
司
自
賓
客
(
岩
易
〕

〔
盆
)

窟
代
詩
人
生
卒
年
論
操
考
一
一
一
極
〈
植
木
〉

天
平
相
公
〔
令
狐
楚
〕

関
外
揚
公
安
穏
不

い
う
、

に
は
、
六
人
〔
盤
爵
錫
自
身
の
第
七
特
を
含
む
〕
の

及
し
、
四
人
は
生
存
し
、
二
人

人
に

は
死
亡
し
て
い
る
。

宍
製
品
錫
が
集
賢

湾
中
府
少
予
で
あ
る
年
月
か
ら
〔
推
挺
す
れ

〔
入
ニ
九
〕
十
二
月
の
や
や
後
に

で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
張
籍
と
李
盆
が
死
浸
し
て
、

は
あ
ま
り
経
過
し
て
い
な
い
。
か
く
て
の

ま
だ
時
間

の
下
限
を
定
め

て
と

。

露

出

鷲

壌

は

、

こ

の

下

誌

を

評
す
る
が
、
そ
の
結
論
に
は
少
し
問
題
が
あ
る
。

品
錫
年
譜
h

大
和
四
年
の
捺
に
、
前
謁
詩
を
繋
げ
、

節
度
使
と
な
っ
た
大
和
一
二
年
十
二
丹
乙
丑
〈
十
九
日
〉
以
母
、

が
河
荷
予
に
締
じ
た
大
和
四
年
十
ニ
月
戊
辰
ハ
一
一
十
八
日
〉
以
前
で
あ

る
と
考
謹
し
た
。
下
主4

も
同
じ
見
解
を
一
示
不
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
作
詩
範
園
は
、
前
掲
の
「
準

の

な

か

で

は

「

掌

作

於

大

和

二

丹

精

後

」

と

い



い
た
羅
聯
添
は
、
っ
唐
代
詩
文
集
校
勘
間

興
宗
ナ
尚
書
ピ
の
燥
に
い
う
、

の
倒
的
詩
の
な
か
で
、
は
じ
め
て
張
籍
と
李
盆
の
詩
が

る
。
二
人
の
波
年
の
下
賎
は
、
嘗
然
大
和
四
年
に
務
す
べ

き
で
あ
り
、
↓
ト
孝
査
が
李
盆
の
浸
年
の
下
援
な
大
和
一
一
一
年
比
定
め
た

の
は
、
や
や
妥
賞
を
扱
く
。

と
。
つ
ま
り
、
現
時
貼
で
は
、
劉
兵
錫
の
詩
の
作
成
範
囲
誌
、
大
和
一
一
一

年
十
ニ
月
十
九
日
以
降
、
大
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日
以
前
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
一
人
の
死
が
本
詩
作
成
の
や
や
前
で
あ
る
な
ら
ば
、
大

和
四
年
に
死
ん
だ
可
能
性
を
全
く
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
李
A
哉
の
死
の
下
践
は
大
和
四
年
ζ

訂
正
す
べ
き
で
為
ろ
う
。
ち
な

み
に
、
浩
之
麟
宗
一
4

盆
詩
v

〈
上
海
古
籍
出
既
設
・
護
持
小
集
、
一
九
八

四

年

〉

も

、

下

・

穫

雨

足

の

従

い

、

疑

問

符

を

付

し

て
い
な
い

9

法ハ
1
)

所

牧

の

零

下

企

…

尚

一

掃

)

と

、

新
交
豊
出
腹
公
珂
刊
《
議
議
集
成
新
議
》
に
殺
め
る
テ
キ
ス
ト
〈
一
一
欝

堂
叢
書
〉
に
操
る

0

・

下

・

と

も

広

貞

一

克

四

年

〈

七

八

八
〉
の
作
と
す
る
。
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題i9う
いー'-'.，..

ののお
鏡お
細ま
な か
捷 な
化表

現
を
と
る

(
2
〉
た
だ
し
、
時
論
文
が
、
安
時
出
の
軍
が
都
長
安
を
陥
務
さ
せ
、
燕
の

園
競
を
輔
し
た
こ
と
を
天
質
十
四
載
の
こ
と
と
す
る
の
は
誤
り
。
翌
年

の
こ
と
で
あ
る
。
吋
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
七
、
一
金
徳
一
克
載
の
捺
な
ど
参

拙い。

〈
3
〉
諌
治
関
繕
翠
T

賀
研
究
資
科
』
〈
北
京
師
範
大
謬
出
張
社
、
…
九
八

三
年
〉
所
枚
。

〈
4
)

謂
「
李
盆
行
年
考
」
の
在
ー
に
も
、
ほ
ぽ
向
じ
指
摘
が
あ
る
。
ま
た

吋
窟
才
子
捧
校
婆
』
器
開
問
〈
第
二
期
〉
、
李
金
〈
諜
執
筆
〉
の
僚
も
、

同
じ
く
謀
る
。

〈
5
)

被
門
事
(
『
唐
築
紋
録
』
〈
中
襲
警
局
、
一
九
人

O
年
〉
「
李
益
集
」
の

篠
参
熊
。

〈
6
)

ヰ
仲
勉
「
鑓
貞
石
誰
史
」
(
『
金
石
論
叢
』
上
梅
古
籍
出
銭
社
、
一
九

人
一
年
所
牧
〉
の
な
か
の
「
華
難
題
名
之
苧
盆
」
に
は
、
天
費
七
載
・

同
九
載
の
一
一
説
を
並
記
す
る
。

〈
7
〉
『
郡
驚
謹
書
志
』
〈
捜
本
)
審
問
上
、
李
金
持
一
巻
の
識
や
、
『
車

巻
十
九
、
李
議
集
二
巻
の
燥
に
も
、
「
大
藤
四
年
議
全
」

と
あ
る
。

ハ
8
)
下
辺
市
人
審
員
七
載
の
僚
に
い
う
、
「
《
塞
小
五
博
》
是
文

勢
作
品
、
非
史
家
賞
語
、
英
中
所
述
李
盆
生
卒
、
興
事
費
不
義
符
合
。

《
詩
序
》
出
於
李
品
骨
子
葉
、
器
昌
己
年
齢
、
不
感
説
錯
」
と
。

〈
9
〉
諜
「
李
盆
行
年
考
い
に
、
「
嘩
部
向
書
、
謹
致
仕
時
之
加
構
、
震
未

ょ
い
と
あ
る
。

〈叩〉

本
博
広
一
譲
っ
て
、
「
若
在
太
和
元
年
〈
八
二
七
〉
、
期
金



論
年
八
十
品
闘
い
と
い
う
。

〈

日

〉

間

部

議

刊

円

相

創

夢

持

必

懇

話

、

お

側

議

答

外

集
』
巻
一
ニ
、
上
海
人
提
出
張
社
刊
叫
劉
百
円
錫
集
』
巻
一
一
一
一
一
一
、
袈
頼
関

『
劉
百
円
錫
集
委
謹
』
外
集
巷
一
一
一
(
上
海
古
籍
出
腹
註
〉
。
本
詩
の
在
韓

は
、
呉
鋼
・
張
天
地
ほ
か
『
劉
馬
錫
詩
文
選
詮
』
(
重
訂
本
、
三
秦
出

版
祉
、
一
九
八
八
年
〉
に
見
え
る
。

ハ
ロ
〉
「
央
官
怨
い
ハ
中
華
護
局
上
、
梅
編
輯
所
刊
『
張
籍
詩
集
』
巻
一
〉
。

ハ
日
〉
本
旬
は
、
事
設
の
「
夜
上
受
降
城
間
筒
」
の
詩
意
を
用
い
た
も
の

か
。
羅
聯
添
の
能
搭
論
文
な
ど
参
照
。

(
M
〉
叫
劉
賓
客
外
集
h

と
円
腕
別
掲
錫
集
h

は
、
正
し
く
「
李
向
議
」
に
作

る。

(
日
〉
集
賢
殿
書
院
皐
士
(
中
書
省
に
麗
し
、
典
籍
の
牧
集
や
按
勘
を
掌
る

職
)
の
略
橋
。
第
七
匂
の
「
石
渠
」
は
漢
代
の
議
書
麗
の
名
。

ハ
時
〉
『
唐
才
子
簿
校
護
b

巻
盟
、
李
盆
〈
謹
優
事
執
筆
〉
が
、
中
卜
「
年
譜

楠」

ι操
っ
て
、
「
諮
爵
錫
此
詩
作
子
大
和
一
一
一
年
、
設
李
盆
一
金
運
大
和

一
一
一
年
事
い
と
い
う
の
も
、
や
や
不
摘
切
で
あ
る
。

〈
げ
〉
叫
藩
農
地
位
巻
十
七
上
、
文
京
紀
じ
「
記
丑
い
じ
作
る
の
は
形
枇
。

劉
文
棋
ら
可
蕎
窟
書
校
勘
記
』
〈
埠
建
・
功
輯
〉
義
人
な
ど
拳
損

0

・下孝

萱
も
「
新
腹
《
奮
産
量
百
》
議
校
一
百
例
」
(
吋
喜
代
文
史
論
叢
』
山
西
人

民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
所
牧
)
の
な
か
で
、
こ
の
誤
り
を
指
摘
す

る。

ハ凶〉
〈仙川〉
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〔
注
(
げ
〉
〕
所
段
。

も
と
コ
樹
立
綿
織
謬
舘
鯨
刊
い
十
一
一
巻
二
期
ハ
一

唐
代
詩
人
生
本
年
論
接
考
話
題
ハ
楠
木
〉

所
牧
。

い

ま

、

下

景

〈

拳

生

書

局

、

一

九

八

九

年

)

所

設

の
も
の
に
よ
る
。
な
お
、
羅
聯
器
「
張
籍
年
譜
」
(
吋
協
同
代
詩
文
六
家
年

撒
丘
携
牧
〉
の
太
和
四
年
の
擦
も
参
照
。

(
初
〉
羅
聯
添
「
劉
夢
得
年
譜
」
ハ
吋
藤
内
詩
文
中
ハ
家
年
鰭
い
所
牧
〉
の
太

和
問
岱
年
の
篠
参
照
。
高
志
忠
諮
問
潟
錫
詩
文
系
年
』
ハ
藤
商
人
民
出
競

註
、
一
九
八
八
年
)
も
、
木
孝
章
『
劉
呉
錫
年
譜
』
犯
し
た
が
っ
て
、

大
和
田
年
の
作
と
す
る
。
ち
な
み
に
、
張
達
入
額
訂
『
劉
百
円
錫
年
議
』

〈
叢
樫
・
商
務
印
番
館
、
人
人
文
章
〉
で
は
、
大
和
三
年
に
繋
年
す
る

が
、
そ
の
論
搬
は
不
充
分
で
、
た
だ
「
時
〔
令
狐
〕
楚
借
用
範
州
新
史
・

天
卒
軍
欝
度
使
い
と
す
る
の
み
で
あ
る
。

え
っ
し

知
張
読
(
{
子
道
諸
問
、
一
字
讃
之
〉

。
高
宗
乾
封
ニ
年
了
卯
〈
六
六
七
)
生

i
i玄
宗
開
元
十
八
年
実
午
(
七

授、
九

齢

，

鰭

太

師
、
張
公
序
〈
明
文
苑
英
華
』
轡
九
一
一
一
六
、
翠
毒
紬
交
い
巻

二
九
二
〉
に
、
「
大
唐
有
天
下
一
百
十
一
一
一
年
、
開
一
苅
十
有
八
載
、
龍
築
費

午
、
々

AiJJ月
戊
申
〔
二
十
八
百
〕
、
開
府
議
同
三
司
・
行
ぬ
皇
国
左
丞
桔

・

燕

醤

去

蕗

子

位

、

享

年

六

十

四

」

と

あ

る

。
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@

張

読

簿

に

、

十

八

年

、

宗
毎
日
令
中
慎
問
疾
、
井
手
潟
嬢
方
賜
之
。
十
二
月
弗

四
い
と
あ
る
c

。
『
嘗
唐
書
』
巻
八
、
玄
京
紀
上
の
関
一
五
十
八
年
十
二
丹
の
擦
に
、

申

、

・

燕

園

公

張

読

莞

L

と
あ
る
。

@

二

五

、

、

コ

関

一

石

十

玄

時
年
六
十

年

「
開
元
十
八
年
十
二
月
、

」
と
あ
る
。

三
十
巻
の
捺
に
、
一
開

二

月

二

十

八

ハ

め

の

)

は

、

に

換

算

ユ
リ
ウ
ス
暦
で
は
七
一
一
月
九
日
、
グ
レ
ブ
リ
ウ
ス

は
間
二
月
十
三
日
と
な
る
(
平
阿
武
夫
豆
油
代
の
膝
』
な
ど
)
。
つ
ま

り
、
農
務
に
い
え
ば
、の

よ

の
死
は
七

種
と
し
て
、
七

お
く
。ち

な
み
に
、
張
設
に
関
す
る
唯

吋
張
設
年
譜
』

の
年
語
、

〈
番
選
・
中
文
大
皐
出
張
註
、

ハ
八
七
真
〉
、

一
九
八
四
年
〉
に
辻
、
突
の
ご
と
く
い
う

社、

二
月
戊
申
士
一
十
八
日
)
は
、

で
あ
る
。
完
売
犬
吋
盛
代
人
物
年
皇
碑
体
綜

ら
『
中
盟
震
史
人
物
全
卒
年
表
』
〔
黒
襲
江
人
見
出
版

九
入
一
年
〕
、
関
一
多
百
周
詩
大
系
』
、
中
園
枇
曾
科
皐
註
文

〔
人
氏
支
製
出
版
社
、
…
九
七
八
年
〕
な
ど
誌
、

に
定
め
て
、
詳
縮
に
は
考
究
し
て
い
な

の
克
薙
爾
先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
の

一
九
八

O
年
第
…
に
、

感
研
究
所

み
な
張
設
の

い
。
ア
メ
ヲ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド

英
文
定
期
刊
行
物
『
中
間
企

卒
ヨ
考
」
を
護
表
し
、
や
は
り
こ
の

と

。

年

末

に

近

い

欝

躍

の

月

日

は

、

西

た

場

合

、

一

般

に

一
年
、
ず
れ
こ
む
。
し
か
し
、
死
亡
日
の
わ
か
ら
な
い
場
合
の
多
い
昔
に

あ
っ
て
は
、
陳
謹
言
ら
の
ご
と
く
、
こ
の
黙
に
捉
わ
れ
す
ぎ
る
こ
と
は

あ
ま
り
有
効
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
考
え
方
を
押
し
蓬
め
る
な

ら
ば
、
従
来
、
誕
生
日
・
死
亡
日
は
わ
か
ら
ず
、
た
だ
生
死
の
年
の
み

わ
か
る
場
合
も
、
生
設
年
に
疑
問
持
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
鍔

が
多
く
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
翌
年
に
ず
れ
こ
む
生
死

の

日

が

判

明

し

た

場

に

と

ど

め

、

改

め

て

通

誌

を

訂

正

す

る
必
要
性
は
な
い
だ

「
張
説

て
い
る
。



補銭
大
新

開
先
十
八
年
庚
午
」

の
英
修
の
案
語
に
は
、

一

に

は

、

正

し

く

二

年

了

持

、

と
す
る
む
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に

〔
騒
い
俗

壁

、

若

接

北

、

〔

六

六

人

〕

。

と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
同
墓
誌
の
記
か
る
張
設
の
失
人

元
民
の
波
年
・
享
年
の
記
載
な
張
院
自
身
の
そ
管
附
し
た
、
果
修

の
軽
率
な
誤
り
比
す
ぎ
な
い
。
こ
の
黙
は
、
す
で
嘉
銭
ぺ
凝
年
銭

謡
疑
」
(
『
余
嘉
蕗
論
率
雑
著
』
下
部
、
中
筆
欝
局
、
一
九
七
七
年
再
版
所
政
)

の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
吉
川
幸
，
次
郎
「
張
説
の
俸
記
と
文
皐
L

Q
東
方
皐
』
第

一
輯
、
一
九
五
…
年
〉
は
、
張
設
に
闘
す
る
基
礎
的
研
究
で
あ
る
。
ま
た

『

岩

代

の

詩

人

ー

そ

の

事

記

』

じ

は

、

本

博

の

誇

詑

ハ

横

山

弘
執
筆
〉
を
牧
め
る
。

45 

注
〈

1
)

町
文
苑
英
難
』
に
は
、
十
ニ
月
の
こ
の
下
に
、
「
集
作
こ
と

い
う
校
注
が
あ
る
。
し
か
し
、
関
一
克
十
八
年
の
十
一
足
に
は
「
戊
申
」

の
日
は
な
く
ハ
内
藤
代
の
膳
』
な
ど
)
、
単
純
な
誤
り
で
あ
る
。
ち
な
み

席
代
詩
人
生
卒
年
論
捷
考
一
一
一

〈
楠
木
〉

に
、
円
唐
丞
栢
曲
江
張
〔
九
齢
い
先
生
文
集
い
ハ
間
部
叢
刊
)
巻
十
八

や
、
吾
被
説
之
文
集
』

(
m
m
部
議
刊
)
巻
頭
所
段
の
議
誌
に
培
、
み
な

「
十
二
月
」
に
作
る
。

(

2

)

『
庸
才
子
縛
b

を
一
も
閉
じ
。

ハ
3
)
痔
謙
諒
執
筆
の
醤
辞
が
、
『
唐
代
交
感
研
究
年
鑑
』
一
九
八
六
年
按

ハ
俊
吾
人
民
出
版
社
、
…
九
八
七
年
)
に
再
銭
さ
れ
る
。
も
と
「
光
明

日
報
」
一
九
八
五
年
八
丹
十
五
日
の
文
皐
遺
産
に
設
表
。

(

4

)

同
朋
合
出
版
穂
『
ア
ジ
ア
厩
史
研
究
入
門
』
一
に
牧
め
る
島
田
鹿
央

「
序
論
い
一
一
一
つ
一
良
や
、
加
地
伸
行
「
補
記
・
西
震
年
へ
の
換
算
に
つ
い

て
」
(
大
阪
大
事
文
腰
部
中
関
哲
察
研
究
議
総
吋
中
題
研
究
集
刊
』
荒

械
、
一
九
八
九
年
、
四
回
一
良
以
下
)
な
ど
参
照
。

(
5
〉
吋
古
川
幸
夫
部
全
集
h

第
十
二
伎
に
再
鋒
。

〔
補
記
〕

本
稿
と
関
連
す
る
揺
稿
比
、
「
皆
代
詩
人
新
続
年
鍛

ω
!援
護
・
玉
之
換
・

翼
査
一
・
賀
島
・
婚
件
程
・
韓
愈
・
僻
向
井
・
牛
借
需
・
元
結
・
元
議
・
権
謀
輿
・

高
温
i
」
二
税
法
詩
人
王
勃
生
本
年
考
i
唐
代
詩
人
新
疑
年
鎌

ωl」
「
産
代

作
家
新
疑
年
録

ω
l章
護
物
・
王
怜
然
・
賀
知
章
・
殴
然
・
W

慌
…
鵜
・
苛
空

閣
-
議
麓
・
戴
叔
偽
・
社
審
一
方
ロ
・
濁
孤
及
・
孟
一
揺
・
李
紳
・
李
嘉
e

締
栄
光

i
い
が
あ
る
(
弘
前
大
悪
人
文
皐
部
『
文
経
論
叢
い
第
一
一
十
一
一
一
巻
第
三
一
続
、

一

九

八

八

年

、

詞

第

二

一

九

八

九

年

、

持

第

二

十

五

巻

第

三
銃
、
九
九

O
年〉。


